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近年、 日本での癌の部位別発生頻度が欧米化 し直腸癌の割合が増加 し、そ

の手術成績 を向上 させ るため拡大郭清直腸手術が推奨 され、生存率の向上 と

局所再発の減少が得 らた。一方、拡大手術にともなう自律神経損傷によって

排尿障害、性機能障害が高頻度に生 じる結果 とな り、長期生存例 における、

QOL(QualityofLife)の 低下が問題視 されている。現在、その反省か ら本邦

独 自に自律神経温存術が、QOLを 維持できる直腸癌手術の大きな柱 として

発展 してき ま したが、癌の進行状況および占拠部位によってはその手術適応

の判断は難 しく、温存す る神経組織および近接、併存す る リンパ節か らの局

所再発が問題 となる症例 も少 なか らずあ り、手術による十分な癌 の根治性の

確保 と術後 の自律神経機能温存によるQOLの 維持 という相反す る問題を未

だ解決するにはいたっていません。そこで癌に対 して必要かつ十 分な拡大手

術によって癌の根治性を高め る一方、手術によ って切除された自律神経の機

能回復のために同部位への神経 自家移植によって 自律神経機能を再現、保持

させるとい う腹部消化器外科分野において、今 までにない全 く新 しい発想に

よる癌の根 治性の確保 と自律神経機能温存によるQOLの 維持が期待できる

手術法の開発のための基礎的基盤の確立が本研究の最終 目的です。
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研究成果概要

坂

現

右

耳

ion

堀

器

五
川

艮

小動物(ラ ッ ト)を 使 い、神経移植術後の 自律神経機 能(排 尿機能)の 回

復過程 の観察(免 疫神経組織化学 的手法 と電気 生理学 的手法)を 行 い、移植

神経の生着 と機 能 の再現を検証 し臨床応用 への基盤 とな る下記 の知見 を得

た。

(1)骨 盤 内臓神 経の一 部を切 断、切除 し、同部位 に腓腹神経 を置換 自家移

植 した神経移植群 において移植 された神経 の生着 と神経路 の再 生 を確認 す る

目的で、膀胱壁 よ りTranssynapticretrogradetransporter(神 経細 胞追跡標識 物

質)で あ るTetanustoxinCfragmentを 取 り込 ませ た(図 一1)。

神経移植群 にお いて2～3週 間後 に移植 された神経 を通 って逆行 性 に仙髄 の

副交感節前神経 細胞がTetanustoxinCfragmentに よ って染色 された(図 一
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図 一2
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(2)正 常時の排尿機能が移植 された神経 によってどの程度温存され うるの

か正常、神経切除非移植群、神経移植群の3者 において膀胱内圧を電気生理

学的(cystometricinvestigation)に比較検討 した結果、神経 自家移植5～6週 間

後、移植 された神経によってほぼ正常時の膀胱機能(律 動的膀胱収縮)に 近

い機能回復温存が認め られた(図 一4)。 しか し、神経移植2週 間では、膀胱

の律動的収縮が認め られなか った(図 一5)。

正常時、骨盤内臓神経膀胱枝の神経活動に一致 して律動的な膀胱内圧の上

昇が認め られる(図 一3)。

図 一3
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図 一4
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ま とめ

切除された自律神経の機能回復のために同部位への神経自家移植によって

自律神経機能を再現、保持させるという腹部消化器外科分野において、今ま

でにない全 く新 しい発想による癌の根治性の確保と自律神経機能温存の両者

の両立を図る手術法の開発のための基礎的基盤の確立が本研究の目的でした

が、小動物ラットを使用 した実験成績からは、術後の排尿機能回復に神経置

換自家移植が極めて有用である可能性が十分示唆できたと考えられる。 しか

しながら、性機能回復については小動物による検討では不十分な評価 しか得

られなかった。 したがって大動物を使用 しての検討が不可欠であると考えら

れ、今後の課題として検討 してゆきたい。
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